
 

 

 

 

概念・定義  
 

 僧帽弁の狭窄により左房から左室への血液流入に支障をきたす先天性

心疾患。リウマチ性もあるが、小児では先天的な構造異常に起因するこ

とが多い。先天性僧帽弁狭窄は単独で発症する事もあるし、他の左心系

閉塞疾患との合併例もある。新生児期、乳児期より症状を呈する場合に

は早期からの治療介入が必要で、予後不良であることが少なくない。治

療は、カテーテル治療か手術をおこなう。カテーテル治療は困難なこと

が多い。  

 

症状  
 

 肺静脈うっ血による肺水腫、肺高血圧をきたし、体重増加不良、頻回

の呼吸器感染症といった症状を呈する。進行すると心拍出量低下、浮腫

などの右心不全症状が現れる。心房細動をはじめとする不整脈を呈する

こともある  

 

告示 
番号 39 慢性心疾患  

疾病名 僧帽弁狭窄症  

 

僧帽弁狭窄症  
 

そうぼうべんきょうさくしょう 
 

 

 

治療  
 

 肺うっ血に対して利尿薬などの薬物療法が行われる。高度の狭窄に対

してはカテーテル治療か手術が行われる。カテーテル治療は困難なこと

が多い。 

 先天的な構造異常に起因する場合、弁形成が困難で弁置換が選択され

るが体格が小さい場合には適したサイズの人工弁がないため置換術も困

難である  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/4_62_88.html 

 


